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自然環境の再生・修復あるいは維持管理には、生物、生態系、土木分野などのはか、

農林水産業や各種産業分野、さらには教育・文化、歴史・社会などの

広範な分野における研究や実践、それらの総合的な協力や業界を越えたアカデミックな

2009年12月に自然環境復元

学会は、発足しました。20年に及

ぶ自然環境復元研究会、自然環

境復元協会における部会等の活動

の歴史を踏まえて、環境再生に関す

る総合的専門学会として、環境分野

において連携の軸となる開かれた

学術機関へと発展を目指し

ています。

■蒜i諒i元雫嚢監★

NPO隷人■間食■

事業
本学会は

次のような事業を行っています。

㊨研究発表会（年1回）

㊥環境再生医の認定、講師派遣

㊥学会誌「自然環境復元研究」の年次刊行

㊥機関誌の発行

㊥自然環境復元に関する研究活動、会議等

に関する情報の収集と伝達
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ごあいさつ

転

自然環境復元学会は、前身となる研究会から20年の歴史をもち、最近10年だけでも、研究発表会を10回開催し、

学会誌は第4巻まで刊行するなどのアカデミックな実績を残してきました。これらの業績は、自然環境復元協会の行って

いる「環境再生医」の講習・資格検定や出版物の監修、環境再生・学校ビオトープの企画・指導などの活動において、

事業の学術的な権威や信頼性を高めてきました。

こうした活動の積み重ねにより近年、各大学の教授方や若手研究者たちをネットワークする受け皿としてもこの学会

の機能強化が求められており、これに応じて、当学会は協会から独立した組織体勢を確立することとなりました。協会

は活動の拠点として市民各層・産業各分野の支持を拡大し、当学会は学術機関として、大学・研究機関・行政の参加を

広げ、草の両輪がごとく協力し合いながら、社会へより大きな貢献をと展望しております。

今後、当学会は、広がりゆく社会の要請に応え、「環境再生」に関する総合的専門学会として、環境分野における

連携の軸となる開かれた学術機関へと発展させたいと考えております。学術研究者の皆様、そして明日の環境を考え

る実践活動者や産業実務者などの皆様のご参画を心より熱望いたします。

詰誤鴛欝会長鈴木邦雄
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会員規定・要項・会費＜会則に基づきます＞

【入会資格】趣旨に賛同いただける18歳（高校卒業年齢）以上の方で、国籍、男女、経験、

職業などは一切問いません。

【入会手続き】自然環境復元学会のホームページにあります入会申込書にご記入いただき、

FAX、Eメール、郵送にて送付ください。

【資格有効期間】その年度の4月1日から翌年の3月末日までとなります。退会は自由です。

【会費】会員には個人会員と法人会員があり、年会費などは以下のようになります。

個人会員

学生会員

総会議決権あり

総会議決権あり

学生のみ申込可（院生含む）

0　　　　　4，000

0　　　　　2，000

賛助会員　　財政的に支援していただける団体または個人　　　20，000　　　　30，000

㊨
自然環境復元学会
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